
【原稿サイズ】 天地280×左右210mm

　
「
Ｙ
Ｐ
Ｇ
」ブ
ラ
ン
ド
を
掲
げ
る
金
沢
市
の

ヨ
シ
ダ
印
刷
は
、時
流
の
変
化
を
自
社
の
進

化
へ
と
繋
げ
て
き
た
印
刷
会
社
だ
。紙
の
卸

商
と
し
て
の
創
業
か
ら
実
に
１
１
７
年
の
社

歴
を
誇
る
老
舗
で
、戦
後
は
文
化
産
業
の
担

い
手
と
し
て
一
般
家
庭
や
学
童
向
け
の
印
刷

物
を
製
造
。高
度
成
長
期
に
は
高
品
質
な
美

術
印
刷
・
商
業
印
刷
で
評
価
を
高
め
、現
在

で
は
グ
ル
ー
プ
３
社
で
デ
ジ
タ
ル
＆
ク
ラ
ウ

ド
分
野
に
も
業
容
を
拡
大
し
て
い
る
。

　

終
戦
直
後
は
焼
け
野
原
の
東
京
に
進
出

し
て
復
興
に
貢
献
し
た
企
業
だ
け
に
、時
代

へ
の
対
応
力
は
筋
金
入
り
だ
。環
境
問
題
に

つ
い
て
も
実
に
3
0
年
以
上
も
前
か
ら
取
り

組
ん
で
お
り
、有
害
な
廃
液
を
出
さ
な
い
日

本
初
の「
水
な
し
E
c
o-

Ｕ
Ｖ
印
刷
」の
開
発

を
は
じ
め
、す
で
に
多
数
の
実
績
を
築
い
て
い

る
。ま
た
、森
林
認
証
紙
の
利
用
の
ほ
か
、メ
ー

カ
ー
と
共
同
開
発
し
た
水
な
し
U
V
イ
ン
キ

や
針
金
を
一
切
使
用
し
な
い
製
本
方
法
の

導
入
な
ど
、独
自
の
環
境
印
刷
シ
ス
テ
ム
を

確
立
。そ
の
徹
底
ぶ
り
は
、発
注
企
業
側

の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
活
動
ま
で
ア
シ
ス
ト
で
き
る

レ
ベ
ル
に
ま
で
達
し
て
い
る
。

発
注
者
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

活
動
に
ま
で
貢
献
す
る

徹
底
し
た
環
境
印
刷
シ
ス
テ
ム

　

近
年
は
、無
駄
を
排
除
す
る
新
し
い
印
刷

技
術
の
開
発
・
推
進
に
力
を
入
れ
る
。た
と

え
ば
１
０
０
枚
の
ポ
ス
タ
ー
を
印
刷
す
る
に

は
３
０
０
枚
の
紙
を
使
う
の
が
業
界
の
常
識

だ
が
、同
社
の
デ
ジ
タ
ル
印
刷
で
は
こ
の
無

駄
を
大
幅
に
削
減
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
い

う
。ま
た
、百
年
企
業
と
し
て
蓄
積
し
て
き
た

印
刷
・
加
工
へ
の
技
術
・
知
見
・
経
験
を
フ
ル

活
用
し
た
付
加
価
値
提
案
も
活
発
だ
。自
社

ブ
ラ
ン
ド「
吉
田
次
作
商
店
」で
は
、繊
細
な

デ
ザ
イ
ン
に
も
対
応
可
能
な
最
新
鋭
の
レ
ー

ザ
ー
加
工
機
を
駆
使
し
た
紙
製
の「
ハ
ン
ド

サ
イ
ン
ク
リ
ッ
プ
」が
人
気
に
。エ
コ
な
環
境

と
工
程
で
作
ら
れ
た
紙
製
品
は
、廃
棄
の
し

や
す
さ
も
相
ま
っ
て
、今
後
も
注
目
を
浴
び

そ
う
だ
。

　
何
か
と
厳
し
い
目
で
見
ら
れ
が
ち
な
印
刷

業
界
に
あ
っ
て
、新
た
な
風
土
づ
く
り
の
牽
引

役
を
期
待
し
た
い
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
カ
ン
パ

ニ
ー
。印
刷
物
需
要
が
発
生
し
た
際
に
は
、見

積
依
頼・資
料
請
求
と
と
も
に
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ

の
取
り
組
み
方
を
相
談
し
て
み
た
い
企
業
だ
。

培
っ
た
百
年
技
術
を

未
来
の
紙
文
化
へ

印
刷
業
界
の

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
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未来を創る企業

金沢市の百年企業の挑戦
100枚のポスターを作るために300枚の紙を使う「常識」の変革を。 
日本初の「水なしEco-UV印刷」を実現した
サステナブルカンパニーが示す【紙と印刷】のこれから。

社会に「持続可能な印刷物」の文化を

　ＡＩやＩｏＴの進化と歩調を合わせて進展するＳＤＧｓ社会。民間企業の事業でも
持続可能性が問われる時代となったが、その象徴が「ペーパーレス化」だ。ビジネス
シーンでもスマホとタブレットを活用する機会は確かに増えたが、それでも「紙」はま
だまだ現役。特にプロモーションや顧客とのコミュニケーションの現場では、依然と
して手放せない存在であり続けている。
　環境保護の風潮が高まるにつれ、印刷業界もさまざまな対策を行ってきた。ひと昔
前の再生紙が代表例だが、現在はさらに進歩している。

太陽光パネルを
設置して

自社工場の電力を
補っている！

紙の卸商として創業
軍部・官公庁の需要に応えて印刷事業も開始

「文化産業・平和産業」として一般家庭・学童用印刷物を
製造、焼け野原の東京にも進出(1945年)

工場が全焼した後、需要が高まっていた美術印刷・
商業印刷に切り替え再興（高度経済成長期）

環境配慮を目的に印刷時に廃液を出さない
「水なし印刷」に取り組む

日本初の「水なしEco-UV印刷」を確立
IT需要の高まりに応え、デジタル分野に事業拡大、分社化
太陽光パネルを東京潮見工場に設置、電力の一部をまかなう
カーボンニュートラルの実現に向けて
「カーボンオフセット印刷」取り組みを開始

金沢本社工場火災
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